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平成17年７月28日
原子力安全対策課
（１７－３３）
＜13時30分 ＞資料配布

敦賀発電所の原子炉設置変更許可申請について

（敦賀発電所２号機の原子炉容器上部ふた取替計画）

県および立地町は、平成17年３月17日に、日本原子力発電株式会社から安全協

定に基づき提出された、「敦賀発電所２号機の原子炉容器上部ふた取替計画」に

ついて、国への手続きを行うことを本日了承した。

日本原子力発電株式会社は、本日、原子炉等規制法に基づき、経済産業省に対

し原子炉設置変更許可申請を行った。

県としては、この計画について、今後、国の安全審査の状況等を確認した上で、

地元敦賀市の意見等も十分踏まえ、安全の確保を最優先に対処していく。

今回の原子炉設置変更許可申請の概要は別紙のとおりである。

〈事前了解願いの概要〉

○敦賀発電所２号機の原子炉容器上部ふたについて、国内外の原子力発電所

での管台溶接部の応力腐食割れ事例等を踏まえ、長期的な健全性維持を図

るため、管台部について材料や溶接部形状等の変更により耐応力腐食割れ

性を向上させるなど、改良した新しい上部ふたに取り替える。

○取り替えた原子炉容器上部ふたを貯蔵保管するための、原子炉容器上部ふ

た保管庫を設置する

（参考）敦賀発電所２号機の原子炉容器上部ふた取替計画に係る経緯

平成17年３月17日 … 日本原子力発電株式会社は、県および敦賀市に安全協定

に基づく「事前了解願い」を提出。

〃 ７月28日 … 県および敦賀市は、国への手続きについて了承。

日本原子力発電株式会社は、国に原子炉設置変更許可を

申請。

問い合わせ先(担当：嶋崎)

内線2352・直通0776(20)0314
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別紙

原子炉設置変更許可申請の概要

（図－１～３参照）

対象プラント 敦賀発電所２号炉

変 更 内 容 ○ ２号炉の原子炉容器上部ふたの取替えに伴い、取り外
した原子炉容器上部ふた等を保管するため、原子炉容器
上部ふた保管庫を設置する。

変 更 理 由 ○ 国内外原子力発電所での原子炉容器上部ふた管台溶接
部の応力腐食割れの発生を踏まえ、長期的な健全性維持
を図るため、管台部について材料や溶接部形状等の変更
により耐応力腐食割れ性を向上させるなど、改良した新
しい上部ふたに取り替える。

工 事 計 画 保管庫設置工事 ：平成18年８月～19年６月
[上部ふた取替工事：第16回定期検査時(平成19年６月～)]



原子炉容器上部ふた保管庫概要図               

今回の工事に伴い
保管する上部ふた
を収納
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２号機ＶＨ

輸送兼保管容器
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＜仕　様＞
 　構造：鉄筋コンクリート地上１階
 　高さ：約１１ｍ
 　幅　：約１２ｍ
 　長さ：約１３ｍ
 　面積：約１４０ｍ２

 　遮へい：（壁 厚）約６０ｃｍ
　 　 　　（天井厚）     約４０ｃｍ

２号機ＶＨ

輸送兼保管容器



保管庫設置位置図
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原子力館

ふげん発電所
（核燃料サイクル開発機構）

浦底湾

若狭湾

原子炉容器上部ふた保管庫
設置位置

２号機
原子炉補助建屋

１号機
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２号機
タービン建屋

２号機
原子炉建屋

固体廃棄物貯蔵庫

１号機
原子炉建物

１号機
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１号機
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１号機
廃棄物処理建物

Ａ棟
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固体廃棄物貯蔵庫Ｃ棟

２号機
開閉所

２号機
サービス建屋

１号機
新廃棄物処理建物

雑固体廃棄物処理建屋

１号機
サイトバンカ建物



取替後取替前

管台母材及び
溶接金属材料変更

600ニッケル基合金→690ニッケル基合金

一体鍛造上部ふたの採用

キャノピーシール構造の廃止

溶接部形状変更

：主な改良点

開先角度を変更

し溶接金属量を

減らすことにより

入熱量を低減

上部ｷｬﾉﾋﾟｰ
ｼｰﾙの例

ｷｬｯﾌﾟ

上部ふた
ふた用管台

原子炉容器概要図

原子炉容器上部ふた取替え前後図

管台 取替前 取替後

制御棒駆動装置 ５３ ５３

炉内熱電対（温度計測用） ４ ４

予　　備 １６ ４

空気抜き １ １

合　　計 ７４ ６２

ｷｬﾉﾋﾟｰｼｰﾙ

管台の配置及び本数
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開先角度
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